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論文内容要旨
 緒'言
 一般に内分泌臓器の実質内血管嬉築を明らかにすることは,その機能動態をうかがう上に甚だ
 重要であるが,離して」血管の分岐が複雑多岐で,しかも非常に敵細であるためこれを総合的,立
 体的に把握するのはしはしば困難である。これに対して微粒子造影剤注入,超軟X線撮影による
 micrOangiOgraphyが甚だ有力左手段であるので,これを副腎実質内の微小且11管構築の
 解析「に!応用した。
 研究材料・と.方法
 剖検時採取した55例の副腎に微粒子硫酸バリウムを大動豚,1響動豚,下横隔膜動豚,及び副
 腎中心静詠から平均圧1DO～唾40朋Hgで注入し,超軟X線で全体像,断面像を撮影してそ
 の顕微鏡写真と連続組織切片の所見とを対比検討した。
 成績と・考察
 動詠系血行路;下横隔膜動藤,大動詠及び腎動豚の三方向から副腎被膜に達した動豚枝は,被
 膜上で互に交叉,吻合しながら被膜を貫き,蛇行しつつ被膜下動詠絹を形成する。これから更に
 多数の細動詠が200～400μの間隔で実質に向って垂直に分枝すろ。これらの細動頚木は明ら
 かなコイル状のねじれを示し左がら下行し,球状帯で毛細血管のドームを形成して,更には垂直
 方向に分布する類洞群へと移行すろ。この類洞群は,垂直切片では個々の樹状の形態として見ら
 津'1、るが,立体的には500-4〔鴎μの範囲に亘参房状皆'なして拡がっているもので,球状帯の
 各単位に分布すると共に,互に吻合しながら束状帯を下行し,全体'として円柱状の類洞網から成
 る一一単位を形成する。ときに球状帯の毛細廓管ドームから球状帯と束状帯の境界部まで下降した
 のちloop状に反転上昇し,再び樹状類洞群に戻る細枝を見ることがあり,こ治、をAn8a
 COrt士cali8と名付けたa一般には髄質のない翼状部に多く見られるがその機能は不明であ
 ろ。同じ様変100p状の走行を示すものに被膜下動肱自体の皮質内部陥入像がある。この陥入被
 膜下動詠はユoopの底部から束冴、iζ帯に向って細枝を出すが,ここを流れる血液は球状帯を猛ら
 ずに太レ・血管から直接東状帯に供給されるこたになり,束状帯の栄養血管の一部として重要な役
 割を演ずるものと考えられる。髄質には,(i)髄質固有動豚,(2)深部被膜下動豚,及び
 (3)深部被膜動豚の三種の動豚が到達する。〔1)髄質固有動詠は,被膜下動詠から平均300μ
 の間隔で分枝する。これは内弾性板を具えたか壕り太いもので,全く分枝せずに深部に到達し,
 ここで著明なコイル状のねじ)h.を示したのち,循環面で.綬も逆位にある下部束状帯,網状帯及び
 髄質に分枝し,直接動豚血を供給している。このねじれは,被膜下動豚と網状帯及び髄質等の類
 洞との間の急激な圧勾配に対する緩衝機構と理解されろ。(21深部被膜下動麗㌔即ち実質内に深
 く侵入した被膜下動豚は,髄質及び髄質内に残羊Fすろ皮こ江組織にとっては重要な血液供給源とな
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 る。こカ.ほ胎生期に1,ili腎が狭い後腹膜腔で臨りくねって成長する過程で実質内にとり込まれ遺残
 したものであろう。(31深部被膜動豚は主1〔寓1冊門部から中心静腿に沿って実質内に入り,更に
 分枝して髄質,髄質静豚周囲の皮質線織及び髄質静豚壁の縦走簸に密に分布している。特に縦走
 筋組織に対しては一種の▽a8ava80rum様の機能を営むものと考えられる。三層を備えた
 皮質結節では,結節の糊囲を取り囲む様に被膜下動豚が走り,髄質固有動膠様の比較的太い枝が
 中央に向って侵入し,更に中心部から遠心性に分枝しているα全体としてかなり・不規則な並L管走
 行を示すが,一般的左皮質.血管構築との間に大差を認めない。しかし,淡明弄棚包を主とした結節
 状皮質過形成では,その虐億構築は特異である。即ち,結節状過形成ではその構成単位として数
 個の房状円柱状類洞群を識別出来るが,これらの類洞は弧を描きながら球状の過形成部底部に集
 まる。しかも数本の被膜下動豚が集合して過形成部をかこんで請状に走っているが,結節内部へ
 細動詠が観入,分枝することは殆んどない。
 静豚系面行路;中心醤躰から造影剤を逆行性に注入すると,その殆んど力髄質静豚,髄質及ぴ網状帯の類
 洞にとどまり,上部束状帯に及ぶことは殆んど嵐く,注入圧を上げても造影剤の分布には著変を見な
 い。網状帝と髄質の類洞は細静豚に,更に髄質静豚へと連なるが,その類洞は髄質静豚を取り囲
 んで求む性に密に分布している。髄質静豚と被膜の間にば副腎実質を貫通する二種の静豚,即ち
 111efni8臼aryvein,(2)cortico-lned.ullaryveinが見られ.るoemi8sary'
 veinは髄質静脈と被膜下静豚とを不規則ながら約400～900μの間隔で直線的につなぐ
 もので,cor七iCO-medUllaryVeinは髄質静脈から分枝し比較的太い静豚となって上∫・・
 押し,上部束状帯ないし球状帯で再び分枝してこの部の類洞に注ぐものである。これらの静豚は
 幽腎翼状部や尾部に比較的多く見られる。特にcor七ico¶eαu■laryveinは,一度類
 洞を経て髄質静豚に集まった静豚血がもう一度球状帯の類洞に入ることを示しており,血液循環
 の面から門豚系の場合と同じ性格を持つものと云えよう。髄質静豚は尾部から頭音1耽行くに従い,
 つぎつぎに合流して次第に太さを増しレついには太い二本の髄質薄豚本幹となる。これは副腎の
 隆起,即ち陵を境にして各々異なる領域からその細枝を受けているので各々の支配領域が明らか
 であ鱈両本幹を結ぶ鐙絡路を持たない。並i栓などの閉塞によって梗塞の生ずうことが予想され
 る。二本の本幹は副腎門部で合流し,一本の太い中心静詠となって副腎外に出る。又.被膜静豚
 は被膜下静詠から血流を受けるが,右側では一部で肝門詠との間の吻合を認めることがある。
結論
 人副腎の血管構築の最づ構成単位は円柱状類洞群であるが,勤詠系として,①髄質固有動詠
 ②陥入被膜下動豚穿③深部被膜下動豚,④深部被膜動豚が主なものであり,静豚系として
 は,類洞から細静詠,髄質静豚,そして二本の髄贋静豚本幹に注いで副腎門に至る。更に,静豚
 系に①emi88aryVein,②COrtiCO-medU■■aryVeinの二種の静豚の存在
 を明らかにした。又,造影剤の分布状態から皮髄境界層に何らかの血流調節機構が存在ずること
 を示唆した。
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 審査結果の要旨
 一般に臨床検査で現わされる臓器機能の値は,臓器循環の如何によって影響されるところ大で
 あり,∬1上菅に富む内分泌腺の場合には殊更にその意義が重大である。
 副腎機能に関する知見の進歩は近鉦特に自党ましいが1副腎循羅を測るにまでは至っていなレ、o
 それは畠11腎実質内血管構築に関して未だ不明な所が多いことのためにもよる。
 ;衣論文の著者はこの問題解明の手がかりを,副腎実質細胞とその微小血管構築との関連から追
 求しており,超軟X線コ享真と連続組織切片法を併用して,実質内血管の立体的構築を明らかにし
 ている。すなわち,皮質{l11行路の最も基憲的な才海雀は球状帝の一単位に分布する房状円柱状類洞・
 群がらなり,所により胎児型球状帯と炭入鍛球状階の二段階にこの構造を見ることを示した。更
 に,従来記載のなかった00rむiCO-meaullary▽einが球状帯の類洞を集めて直接髄質
 静豚に向うことを発見し,球状帯の一部が独立した循環路を持っていることを明らかにした。こ
 のCOrtiCO-medullaryveinの意義に関し,アルドステ・ン分泌と関連を持つと共に,
 結節状皮質過形成の成因に大きな役割を演ずることを示唆してレ・る。又,皮質にはAnsaCO-
 r七ioalisと束状紆の栄養血管ともいうべき陥入被膜下動豚があることを示した。更に髄質に
 は1駐kから記載されている髄質暉有職豚の他に,髄質や髄質に残存する皮質組織に分布する深部
 細漠下動腺,髄質と髄質静脈壁の縦走筋に分布し縦走筋にとってはvasavaSOrum様の機
 能を営む深部被膜働豚の存在を明らかにしてレ・る。静脈系では,二本の髄質静豚太幹が各々支配
 領域を異にしていることを示し又,被膜下静腺と髄質静駄とを直結するe皿iεsary▽ginを
 も明確にとらえている。
 以上のように,副腎実質内血管構築に関し,種々の新しい所見を見出すと共に,それらの実質
 細胞との関連も明らかにして,血管の密度,血液の流れの方向からみた皮質各領.域の特徴をのべ
 ている。これらの成績は,副腎病変の病理学的解析に有用であるだけでなぐ,齢腎循環機能測定
 法の開発のために貴重な資料となり,充分学位授与に値するものと認めた。
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